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「大人の食育」が重点施策として掲げられる理由
として、若い世代を中心とした栄養バランスの乱れ
や食習慣の不安定化があります。厚生労働省が公表
した「令和６年度 国民健康・栄養調査」によると、
20歳以上の野菜摂取量の平均値において、福井県は
男性が35位、女性が41位と、いずれも低い順位と
なっています。また、生産現場との距離も広がって
おり、産地や生産者を意識して農林水産物・食品を
選んでいない人の割合は、若い世代（20～39歳）で
特に多くみられます。
これを機会に、私たち一人ひとりが改めて「食

育」について見直してみませんか。

食育は、生きる上での基本であって、知育･徳育･体
育の基礎となるものであり､様々な経験を通じて「食」
に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な
食生活を実現することができる人間を育てることです。

2026年5月27日に食育基本法が改正されました。特
に注目されるのが、「大人の食育」です。改正法では
職場も食育の場として、企業を巻き込んだ取り組みが
重要視されています。企業における食育の推進として、
国では下記のような取り組みが行われております。

官民連携 食育プラットフォーム

6月20日放送の「掘り出せ!ふくい人」
にて、食育推進企業である西勘堂の取り
組みが紹介されます。番組では、地産
地消を意識したお菓子づくりに取り組む
様子が紹介されています。また、食育リ
ーダーの活動の様子などが取り上げられ
ています。ぜひご覧ください!
※動画はHPからご覧いただけます ⇒


